
　

昨
年
、
55
歳
に
な

り
賃
金
が
10
％
カ
ッ

ト
さ
れ
た
。
し
か
し
、

仕
事
は
増
え
た
。
み

ど
り
の
窓
口
に
入
れ

ら
れ
、
切
符
を
売
ら

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
55
歳
に
な
り
、

近
く
が
見
え
づ
ら
く
な
り
時
刻
表

の
小
さ
な
数
字
が
か
す
ん
で
見
え

な
い
。
今
年
56
歳
に
な
り
ま
す
ま

す
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
▼

１
年
か
け
て
覚
え
た
マ
ル
ス
操
作

も
10
日
も
離
れ
る
と
忘
れ
て
し
ま

い
、
周
り
の
人
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
仕
事
を
こ
な
す
毎
日
だ
。

昨
年
入
っ
た
新
入
社
員
に
は
と
っ

く
に
追
い
越
さ
れ
、
教
え
ら
れ
る

毎
日
だ
。
若
い
時
は
、
日
を
追
う

ご
と
に
身
に
つ
い
て
い
っ
た
こ
と

が
今
は
日
を
追
う
ご
と
に
ど
ん
ど

ん
忘
れ
て
行
く
、
全
く
逆
だ
▼
エ

ル
ダ
ー
制
度
が
で
き
65
歳
ま
で
働

き
続
け
て
い
る
人
を
見
る
と
頭
が

下
が
る
。
私
が
入
社
し
た
頃
は
55

歳
は
定
年
だ
っ
た
。
今
、
自
分
が

そ
の
年
齢
に
な
っ
て
み
て
、
55
歳

定
年
と
い
う
数
字
に
納
得
し
て
い

る
。
気
力
、
体
力
、
視
力
、
聴
力

ど
れ
を
と
っ
て
も
節
目
の
年
だ
▼

55
歳
あ
る
い
は
60
歳
で
納
得
で
き

る
年
金
支
給
が
行
え
れ
ば
、
退
職

し
の
ん
び
り
好
き
な
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
働

か
な
い
と
食
べ
て
い
け
な
い
か
ら

働
か
ざ
る
を
得
な
い
。
年
金
制
度

が
私
達
の
思
う
よ
う
に
改
正
さ
れ

れ
ば
、
55
歳
あ
る
い
は
60
歳
で
退

職
し
あ
ら
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
る

と
思
う
。
同
世
代
の
人
た
ち
は
皆
、

同
じ
様
に
口
に
し
て
い
る
。
残
る

は
国
の
判
断
だ
▼
３
・
11
の
震
災

で
は
未
だ
瓦
礫
の
山
が
マ
ス
コ
ミ

で
放
映
さ
れ
て
い
る
。
集
ま
っ
た

義
援
金
も
配
分
さ
れ
ず
基
準
が
難

し
い
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。
と
り

あ
え
ず
一
定
額
を
全
員
に
配
分
す

れ
ば
い
い
の
に
と
国
民
は
皆
言
っ

て
い
る
の
に
、
国
が
判
断
で
き
な

い
。
全
て
に
お
い
て
今
の
制
度
で

や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
大
変
な
時

は
大
胆
な
決
断
が
必
要
だ
（
京
）
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▽
10
月
29
日
（
盛
岡
）

　

地
方
本
部
出
向
連
役
員
会
及
び

　

第
５
回
総
会

▽
11
月
５
日
（
盛
岡
）

　

第
33
回
盛
岡
支
部
定
期
大
会

▽
11
月
13
日
（
青
森
）

　

第
54
回
青
森
支
部
定
期
大
会

　
　
　
　
　

◇

▽
10
月
16
日
・
17
日
（
浅
虫
）

　

第
67
回
定
期
地
方
大
会

▽
10
月
22
日
・
23
日
（
松
島
）

　

第
25
回
東
北
協
議
会
総
会
及
び

　

第
８
回
東
北
協
議
会
活
動
家
交

　

流
集
会

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを
                   皆の力で」

「一緒に解消しませんか、
      あなたの疑問。
           加入まってます」

　

「
第
80
回
定
期
全
国
大
会
」
で
国
労
は
、
国
鉄
闘
争
の
終
結
と
J
R
に
お
け
る
産
別
労
働
組
合
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。
今
後
の
闘
い
の
大
き
な
柱
は
、
「
安
全
・
安
定
輸
送
」
の

確
立
に
向
け
、
職
場
に
お
け
る
労
働
条
件
改
善
と
組
織
強
化
・
拡
大
に
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
地
方

本
部
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
「
第
５
回
組
織
拡
大
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、
水
戸
地
方
本
部
を
招
く
中
で

各
級
機
関
書
記
長
を
中
心
に
一
泊
で
議
論
を
行
っ
た
。

　

職
場
実
態
を
見
た
時
、
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
以
降
行
わ
れ
た
偏
頗
な
労
務
政
策
に
よ
り
生
じ
た
歪
み

の
修
正
と
次
世
代
へ
の
「
技
術
継
承
」
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
労
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
た
今
日
、
反
転
攻
勢
に
向
け
、
全
組
合
員
が
団
結
し
て
頑
張
る
こ
と
を
確
認
し
た
会
議
と
な
っ
た
。

　

















く
中
で
、
自
分
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
」
「
国
労
運
動
に
自
信

と
確
信
を
改
め
て
感
じ
た
。
仕
事

だ
け
で
な
く
、
趣
味
等
も
通
じ
て

や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

水
戸
地
本
・
塙
正
人
副
委
員
長

と
志
賀
正
一
氏
か
ら
感
想
を
述
べ

て
も
ら
い
、
「
拡
大
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
仕
事
に
あ
る
。
職
場
の
中
心

軸
と
な
り
、
課
題
・
問
題
を
改
善

す
る
中
か
ら
国
労
の
姿
を
見
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に

も
組
合
員
の
集
ま
る
場
作
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
分
会
活
動
の
活

性
化
に
向
け
、
系
統
別
職
場
集
会

・
分
会
集
会
の
取
り
組
み
強
化
を

継
続
し
て
い
く
」
と
の
ま
と
め
を

全
体
で
確
認
し
終
了
し
た
。

　

職
場
に
お
け
る
変
化
が
分
散
会

で
数
多
く
報
告
さ
れ
た
。
今
日
ま

で
の
闘
い
が
作
り
出
し
た
到
達
点

を
確
認
し
、
要
求
の
多
数
派
か
ら

組
織
の
多
数
派
に
向
け
、
全
組
合

員
が
奮
闘
し
よ
う
。

　

16
回
目
の
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大

会
が
９
月
27
日
安
比
高
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
74
人
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。
優
勝
は
２
度
目
と
な
る
伊

藤
淳
さ
ん
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
８
時

過
ぎ
か
ら
開
会
式
を
簡
単
に
行

い
、
岩
手
山
・
八
幡
平
・
竜
ヶ
森

・
十
和
田
の
４
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
８
時
30
分
か
ら
順
次
ス
タ
ー

ト
。
昼
食
後
、
後
半
の
コ
ー
ス
を

ま
わ
り
15
時
過
ぎ
に
は
全
員
の
プ

レ
ー
が
終
了
。
引
き
続
き
表
彰
・

閉
会
式
へ
、
齋
藤
委
員
長
の
挨
拶

に
続
き
、
順
位
発
表
と
表
彰
に
移

り
用
意
さ
れ
た
景
品
が
組
合
員
・

来
賓
の
方
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
岩
手
県
労
働
者
福

　

９
月
11
日
に
18
回
目
の
２
０
１

１
年
安
比
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
例
年
11
月
開
催
の

国
労
東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
有
志

が
中
心
に
練
習
を
兼
ね
て
吉
田
雅

美
（
盛
岡
電
気
）
さ
ん
を
キ
ャ
プ

テ
ン
に
黒
井
恒
夫
・
高
橋
幸
治

（
盛
岡
施
設
）
、
花
田
長
蔵
（
北

上
施
設
）
、
佐
藤
隆
文
（
一
関
工

務
）
、
佐
々
木
義
仁
（
青
森
運
輸

区
）
さ
ん
の
６
人
が
、
「
Ｎ
Ｒ
Ｕ

モ
リ
オ
カ
」
の
チ
ー
ム
名
で
参
加

し
、
１
周
２
キ
ロ
を
21
周
プ
ラ
ス

１
９
５
メ
ー
ト
ル
を
４
人
か
ら
10

人
以
内
で
と
の
ル
ー
ル
の
中
、
チ

ー
ム
は
、
１
人
３
〜
４
周
を
担
当

し
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
の
ゴ
ー
ル
、

３
時
間
18
分
16
秒
５
で
３
１
８
チ

ー
ム
中
、
１
３
３
位
と
な
っ
た
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

祉
協
議
会
、
東
北
労
働
金
庫
、
全

労
済
岩
手
県
本
部
、
連
合
岩
手
、

ハ
ピ
ネ
ス
共
済
会
、
（
有
）
き
ょ

う
さ
い
ラ
イ
フ
、
国
労
会
館
歯

科
、
ば
ん
か
ら
屋
な
ど
多
く
の
団

体
や
個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
の
参
加

や
景
品
の
提
供
を
う
け
た
。

　

第
３
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
通

り
。

　
　
　
　
　

◇

優　

勝　

伊
藤　
　

淳

　
　
　
　

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

準
優
勝　

藤
田　

勇
人

　
　
　
　

（
青
森
施
設
分
会
）

第
３
位　

佐
々
木
睦
美

　
　
　
　

（
北
上
工
務
分
会
）

『
も
う
一
歩
前
へ
』
が
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
②
機
関
活
動
の
活
性

化
に
向
け
、
闘
争
指
示
第
34
号
の

取
り
組
み
強
化
を
③
国
労
運
動
に

自
信
と
確
信
を
」
と
の
提
起
を
受

け
て
４
分
散
会
に
分
か
れ
、
若
手

役
員
を
座
長
に
水
戸
地
本
の
仲
間

を
交
え
て
議
論
。

　

２
日
目
は
分
散
会
報
告
か
ら
始

ま
り
、
特
徴
的
な
点
と
し
て
「
個

人
的
な
繋
が
り
は
あ
る
も
の
の
、

次
の
展
開
に
結
び
付
い
て
い
な

い
」
「
我
々
自
身
が
青
年
の
感

性
に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
、
振

り
返
り
も
重
要
」
と
の
課
題
が
出

さ
れ
る
一
方
で
、
「
技
術
継
承
・

人
手
不
足
が
職
場
の
課
題
。
仕
事

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
中
で
職

場
の
中
心
軸
を
め
ざ
す
」
「
分
会

全
体
で
の
取
り
組
み
に
向
け
、
職

場
集
会
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
全
体
討
論
で
は
、
「
元
気
づ

け
ら
れ
た
会
議
。
職
場
に
お
け
る

国
労
排
除
の
流
れ
が
変
化
し
て
い

　

「
第
５
回
組
織
拡
大
対
策
会

議
」
は
９
月
11
日
・
12
日
の
２
日

間
、
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉
「
清
温

荘
」
で
開
催
さ
れ
た
。
各
級
機
関

の
書
記
長
を
中
心
に
35
人
が
参
加

し
た
。
今
春
に
J
R
東
日
本
会
社

へ
入
社
し
て
国
労
に
加
入
し
た
中

村
賢
太
郎
氏
を
は
じ
め
、
水
戸
地

方
本
部
か
ら
４
人
を
会
議
へ
招

き
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
経
験
交
流
も
行
っ
た
。

　

最
初
に
、
齋
藤
委
員
長
が
「
厳

し
い
攻
撃
の
中
で
も
多
く
の
組
合

員
が
歯
を
食
い
し
ば
り
奮
闘
し
て

き
た
結
果
、
全
国
的
に
も
高
い
組

織
率
に
あ
る
。
こ
の
組
織
状
況
を

背
景
に
、
全
組
合
員
が
拡
大
に
向

け
た
一
歩
前
に
出
た
取
り
組
み

を
」
と
、
取
り
組
み
強
化
を
訴
え

た
。
来
賓
の
東
日
本
本
部
・
松
井

書
記
長
は
J
R
東
日
本
会
社
を
巡

る
情
勢
を
中
心
に
報
告
し
、
「
組

織
拡
大
は
労
使
関
係
正
常
化
の
延

長
線
上
に
あ
る
。
健
全
か
つ
正
常

な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
、
東
日

本
本
部
と
し
て
引
き
続
き
取
り
組

み
を
強
め
て
行
き
た
い
」
と
挨

拶
。
ま
た
、
水
戸
地
本
・
大
和
田

亨
委
員
長
は
「
一
括
和
解
を
受
け

て
、
新
採
の
国
労
加
入
の
取
り
組

み
を
開
始
。
初
め
は
議
論
先
行
に

終
始
し
た
が
、
目
の
前
で
新
採
を

他
労
組
へ
持
っ
て
行
か
れ
た
こ
と

に
組
合
員
が
奮
起
。
そ
の
後
の
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
」
と
こ
の
間
の

取
り
組
み
を
報
告
。
中
村
氏
は
自

身
の
加
入
経
緯
を
中
心
に
「
仕
事

や
社
宅
等
に
お
け
る
関
わ
り
の
中

で
国
労
組
合
員
の
人
間
性
に
魅
か

れ
た
。
他
労
組
組
合
員
を
も
含
め

た
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

の
が
国
労
だ
と
感
じ
て
い
る
。
仕

事
を
通
じ
て
国
労
組
合
員
の
姿
勢
を

周
り
に
見
せ
て
い
く
中
で
今
後
の
拡

大
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

　

菊
池
組
織
部
長
に
よ
る
「
①

　

10
月
１
日
、
北
厨
川
小
学

校
体
育
館
で
「
盛
岡
地
区
協

第
34
回
運
動
会
」
が
、
組
合

員
・
家
族
１
１
０
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
熊
谷
常
任
委
員
長
の

挨
拶
と
３
人
の
来
賓
の
方
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
昨
年
優
勝
の
黄
色
チ
ー

ム
代
表
「
湯
沢
英
君
」
の
力

強
い
選
手
宣
誓
、
準
備
運
動

で
体
を
ほ
ぐ
し
競
技
へ
と
進

み
ま
し
た
。

　

競
技
は
赤
（
駅
連
・
書
記

労
）
・
白
（
施
設
）
・
緑

（
電
気
・
運
転
）
・
黄
色

（
運
輸
・
貨
物
）
の
４
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
団
体
競
技
と

し
て
風
船
割
り
リ
レ
ー
、
ム
カ
デ

競
走
な
ど
５
種
目
、
個
人
競
技
が

飲
食
レ
ー
ス
や
障
害
物
競
争
な
ど

５
種
目
で
行
わ
れ
、
最
初
遠
慮
が

ち
だ
っ
た
奥
様
達
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
む
に
つ
れ
本
気
モ
ー
ド
に
突

入
、
組
合
員
・
子
供
達
と
一
緒
に

大
い
に
楽
し
ん
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
黄
色
チ
ー
ム
が
２
年
連
続
で

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
恒
例

の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
駅
連
分

会
、
菅
原
さ
ん
の
奥
様
が
１
等
賞

品
の
米
10
キ
ロ
と
食
材
を
ゲ
ッ
ト

し
大
喜
び
で
し
た
。

　

ケ
ガ
も
な
く
無
事
終
了
し
、
組

合
員
・
家
族
皆
で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　

常
任
書
記
長　

中
村　

良
宏






































第５回地方本部
組織拡大対策会議

伊
藤
淳
さ
ん
２
度
目
の
優
勝

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

○
第
１６
回
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大
会
○

職
場
・
分
会
集
会
も
意
思
統
一

◇
水
戸
地
本
か
ら
４
人
招
き
経
験
交
流
◇

職
場
の
中
心
軸
に
な
り
拡
大
行
動
を

職
場
の
中
心
軸
に
な
り
拡
大
行
動
を

有
志
６
人・「
Ｎ
Ｒ
Ｕ
モ
リ
オ
カ
」

　

安
比
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

組合員と家族皆で楽しい１日
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＝
10
月
16
日
・
17
日
定
期
大
会

＝

地
方
大
会
代
議
員

　
　

４３
人
を
選
出

ま
方
も
歓
声
を
上
げ
て
ね
ぶ
た
を

跳
ね
て
心
底
か
ら
の
笑
顔
を
見
れ

た
こ
と
で
す
。

　

第
二
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
い

う
地
点
に
立
っ
た
と
は
い
え
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
笑
顔
を
一

日
も
早
く
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
て
私
か
ら
の
ご
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
鉄
闘
争
支
援
青
森
県
共
闘
会
議

　
　
　

議
長
代
行　

古
内　
　

熙

厳
し
い
貨
物
会
社
の
実
態

本
部
・
貨
物
協
一
体
で
解
決
を

　

鉄
道
退
職
者
の
会
盛
岡
地
方
連

合
会
総
会
が
９
月
28
日
に
盛
岡
国

労
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
当
面
す

る
課
題
の
取
り
組
み
を
確
認
し
、

箱
石
勝
人
会
長
（
元
・
盛
岡
客
車

区
分
会
）
に
代
わ
り
髙
嶋
昭
一
新

会
長
（
元
・
盛
岡
保
線
区
分
会
）

を
選
出
し
た
。

　

全
国
貨
物
協
議
会
全
国
委
員
会

が
９
月
19
日
、
20
日
。
熱
海
市
の

ホ
テ
ル
池
田
で
42
人
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
26
回
目
の
開
催

で
す
が
私
は
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
で
の
犠

牲
者
に
対
し
て
の
黙
と
う
と
木
元

副
議
長
の
開
会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

眞
田
議
長
は
「
震
災
後
貨
物
輸
送

の
役
割
と
原
発
事
故
問
題
に
組
合

も
関
わ
っ
て
行
く
。
採
用
差
別
が

解
決
し
た
今
、
職
場
総
点
検
運
動

と
公
平
・
公
正
な
労
使
関
係
。
劣

悪
な
労
働
条
件
改
善
と
組
織
強
化

拡
大
に
向
け
全
貨
協
も
頑
張
っ
て

行
く
」
と
挨
拶
。

　

来
賓
の
真
子
本
部
書
記
長
・
小

池
同
業
務
部
長
が
挨
拶
、
続
い
て

中
曽
根
副
議
長
か
ら
一
年
間
の
団

体
交
渉
経
過
の
報
告
。
笠
井
事
務

長
の
経
過
報
告
・
活
動
方
針

（
案
）
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
と
討
論
で
は
当
日
と
翌
日

に
わ
た
っ
て
委
員
24
人
中
30
歳
代

の
２
人
を
含
む
22
人
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

「
震
災
時
の
会
社
の
対
応
と
問
題

点
」
「
石
油
の
迂
回
輸
送
が
不
安

の
解
消
に
な
っ
た
」
「
数
年
拡
大

が
続
い
た
が
今
年
は
組
織
拡
大
が

出
来
な
か
っ
た
、
来
年
は
拡
大
を

し
た
い
」
「
採
用
差
別
が
解
決
、

次
は
貨
物
が
問
題
に
」
「
55
歳
か

ら
の
賃
金
30
％
カ
ッ
ト
は
非
常
に

厳
し
い
制
度
の
見
直
し
を
し
て
も

ら
い
た
い
」
「
福
島
第
一
原
発
の

放
射
能
汚
染
が
心
配
」
「
合
理
化

で
技
術
継
承
が
出
来
な
く
な
っ
て

い
る
」
「
嘱
託
の
労
働
条
件
改
善

を
」
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。

　

眞
田
議
長
が
「
皆
さ
ん
の
意

見
・
質
問
を
参
考
に
貨
物

協
、
本
部
と
共
に
解
決
し

た
い
」
と
ま
と
め
に
続
き
、

当
面
す
る
闘
い
の
提
案
の

承
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
全
員
が

再
任
。
議
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
て
、
国
労

運
動
の
継
続
た
め
組
織
拡

大
を
全
国
的
に
確
実
な
も

の
と
し
、
本
部
と
一
体
に

な
っ
た
闘
い
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

盛
岡
貨
物
分
会　

　
　
　
　
　

戸
田　

智
章

　
　

国
労
盛
岡
地
方
本
部
の
組
合

員
・
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
、
連
日

の
ご
奮
闘
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

私
ど
も
国
鉄
闘
争
支
援
青
森
県

共
闘
会
議
で
は
、
国
鉄
労
働
組
合

第
80
回
定
期
全
国
大
会
に
お
い
て

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
の
最
終
解

決
の
決
定
を
受
け
て
、
９
月
15
日

か
ら
18
日
の
日
程
で
組
織
と
し
て

最
後
と
な
る
音
威
子
府
闘
争
団
へ

の
「
激
励
交
流
団
」
を
派
遣
（
９

人
）
し
て
交
流
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
解
決
の
最
後
の
課

題
で
あ
っ
た
雇
用
の
実
現
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
事
者
が
現

状
を
深
く
考
慮
し
た
う
え
で
出
し

た
結
論
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

四
半
世
紀
に
も
及
ぶ
長
い
闘
い
の

ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
が
今
回

の
目
的
で
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、

１
９
９
５
年
１
月
に

22
団
体
・
２
万
８
０

０
０
人
で
結
成
さ
れ

た
当
会
議
は
、
第
４

次
に
わ
た
る
中
央
要

請
行
動
を
取
り
組
み
、

現
地
音
威
子
府
へ
も

今
回
を
含
め
て
６
回

の
「
激
励
交
流
団
」

を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
物
販
・
支
援
カ
ン
パ
、
闘
争
の

理
解
と
拡
大
を
求
め
て
地
区
報
告

集
会
や
決
起
集
会
な
ど
も
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
「
４
党
合
意
」
を
巡

る
音
威
子
府
闘
争
団
と
の
交
流
の

中
断
も
あ
り
、
厳
し
い
局
面
も
あ

っ
た
だ
け
に
最
終
解
決
に
あ
た
っ

て
こ
の
闘
い
を
応
援
し
て
き
た
自

分
に
と
っ
て
も
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
闘
争
団
員
と
ご
家
族

は
、
今
年
こ
そ
、
今
年
こ
そ
と
将

来
へ
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で

ど
う
し
て
こ
の
不
屈
の
闘
い
を
継

続
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
賃
金

を
プ
ー
ル
し
て
生
活
に
応
じ
て
配

分
と
い
う
団
員
相
互
の
信
頼
関
係

と
仲
間
を
信
じ
子
供
た
ち
を
含
め

た
ご
家
族
の
理
解
と
支
え
が
あ
っ

た
こ
と
。
国
労
組
合
員
は
物
販
も

連
帯
す
る
会
も
対
象
の
中
心
で
あ

り
、
毎
月
と
手
当
の
カ
ン
パ
も
あ

り
当
該
労
組
の
組
合
員
で
あ
る
と

は
い
え
物
心
両
面
か
ら
支
え
た
こ

と
。
そ
れ
を
支
援
す
る
共
闘
の
仲

間
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
が
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
闘
争
団
員
と
ご
家
族

を
「
青
森
ね
ぶ
た
」
に
招
待
し
、

大
変
感
動
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
団
員
も
子
供
た
ち
も
奥
さ

早
く
取
り
戻
そ
う
あ
の
笑
顔
を

最
終
解
決
に
感
慨
深
い
も
の
が

思い出を語り合い交流を深めた交流会

委
員
会
に
は
来
賓
含
め
42
人
が
参
加

音威子府闘争団
激 励 交 流 団

全国貨物協議会
第２６回全国委員会

＜激励交流団メンバー＞
　古内　　熙　（共闘会議議長代行）
　江良　　寛　（平和労組会議議長）
　奈良岡克也　（社民党青森県連合副代表）
　阿部　一久　（青森支部委員長）
　佐々木政志　（青森支部書記長）
　蝦名　忠夫　（青森地区協議長）
　奈良岡　勝　（青森施設分会分会長）
　成田　芳隆　（青森施設分会書記長）
　笹山　賀庸　（八戸工務分会分会長）

鉄
道
退
職
者
の
会
総
会

会
長
に
髙
嶋
氏
を
選
出

　

第
67
回
定
期
地
方
大
会
が
10
月

16
日
・
17
日
に
青
森
市
の
浅
虫
温

泉
「
南
部
屋
」
で
開
催
さ
れ
る
。

各
分
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員

は
次
の
通
り
。

　

な
お
、
大
会
構
成
員
に
は
地
方

本
部
役
員
、
特
別
代
議
員
と
し
て

各
支
部
・
地
区
協
議
会
・
職
能
別

協
議
会
代
表
者
が
参
加
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

【
盛
岡
支
部
】
26
人

▽
盛
岡
駅
連
合
分
会

　

近
藤　

信
博
（
雫
石
駅
）

　

舘
洞　

孝
一
（
盛
岡
駅
）

　

小
笠
原
勝
豊
（
盛
岡
駅
）

　

立
花　
　

寿
（
出
向
・
も
し
券
）

▽
盛
岡
運
輸
区
分
会

　

岩
脇　
　

勇
（
盛
岡
運
輸
区
）

　

細
川　

勝
範
（
盛
岡
運
輸
区
）

▽
盛
岡
運
転
分
会

　

白
沢　

俊
明
（
盛
岡
車
両
セ
）

▽
盛
岡
施
設
分
会

　

角
舘　

武
範
（
盛
岡
保
技
術
セ
）

　

荒
矢　

美
登
（
盛
岡
保
技
術
セ
）

　

工
藤　

賢
二
（
盛
岡
土
木
技
セ
）

　

西
塚　
　

博
（
盛
岡
土
木
技
セ
）

▽
盛
岡
電
気
分
会

　

米
谷　

伸
一
（
盛
岡
信
通
技
セ
）

　

上
田　

龍
雄
（
盛
岡
電
力
技
セ
）

▽
盛
岡
貨
物
分
会

　

館
川　

幸
也
（
盛
岡
総
合
鉄
道
部
）

▽
一
戸
地
域
分
会

　

佐
藤　

弦
悦
（
出
向
・
Ｉ
Ｇ
Ｒ
）

▽
花
輪
線
地
域
分
会

　

藤
島　

優
悦
（
盛
保
技
セ
花
輪
派
）

▽
北
上
駅
連
合
分
会

　

佐
々
木
照
喜
（
水
沢
江
刺
駅
）

　

照
井　

幸
男
（
盛
岡
運
輸
区
北
派
）

▽
北
上
工
務
分
会

　

佐
々
木
喜
一
（
出
向
・
ユ
ニ
オ
ン
）

　

佐
々
木
睦
美
（
北
上
保
技
術
セ
）

　

畠
山　
　

孝
（
北
上
保
技
術
セ
）

▽
一
関
運
輸
分
会

　

阿
部　

善
悦
（
一
ノ
関
運
輸
区
）

▽
一
関
工
務
分
会

　

小
野
寺
勝
則
（
出
向
・
ユ
ニ
オ
ン
）

▽
気
仙
沼
地
域
分
会

　

熊
谷　

泰
幸
（
気
仙
沼
駅
）　

▽
釜
石
地
域
分
会

　

小
澤
万
寿
男
（
北
保
術
セ
釜
石
派
）

▽
宮
古
地
域
分
会

　

留
場　

義
継
（
川
内
駅
）

　
　
　
　
　

◇

【
青
森
支
部
】
17
人

▽
青
森
駅
連
合
分
会

　

高
森　

英
明
（
青
森
駅
）

▽
青
森
運
輸
区
分
会

　

野
坂　
　

均
（
青
森
運
輸
区
）

　

柴
田　

幸
男
（
青
森
運
輸
区
）

▽
青
森
施
設
分
会

　

工
藤　

隆
幸
（
出
向
・
ビ
ル
テ
ッ
ク
）

　

工
藤　

達
ニ
（
青
森
保
技
術
セ
）

▽
青
森
運
転
分
会

　

伊
勢
谷
尚
孝
（
青
森
車
両
セ
）

　

高
橋　

清
光
（
青
森
車
両
セ
）

▽
青
森
電
気
分
会

　

石
田　

春
夫
（
盛
電
技
セ
青
派
）

▽
野
辺
地
地
域
分
会

　

横
浜　

幸
徳
（
出
向
・
ユ
ニ
オ
ン
）

▽
三
沢
地
域
分
会

　

松
尾　

昭
二
（
出
向
・
青
い
森
鉄
道
）

▽
大
湊
地
域
分
会

　

殿
村　

祝
詞
（
大
湊
線
営
業
所
）

▽
八
戸
運
輸
分
会

　

朽
木　
　

一
（
本
八
戸
駅
）

　

前
田　

素
行
（
八
戸
運
輸
区
）

▽
八
戸
工
務
分
会

　

松
橋　
　

隆
（
出
向
・
東
洋
機
械
）

　

笹
山　

賀
庸
（
八
戸
幹
保
技
セ
）

▽
八
戸
貨
物
分
会

　

加
藤　
　

寿
（
出
向
・
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
）


